
　生活スタイルが一変し、
様々な方法による販売スタイ
ルが確立された。価値観も人
それぞれで、個性が重視され
ている市場のように見えるが、
基本的には「正しい情報」に
裏付けされた「正しい価値」
が追求されたモノやコト、サー
ビスが人気を集めている。
　誰でもジュエリーを売れる
現代社会において、確立され
たプロとして消費者の役に立つには、宝
石の知識や高い技術を知ることでしか
叶わない。今こそ教育の大切さを思い
出し、資格取得の大事さを考えるきっか
けとして、2023年にGem-A宝石学ディ
プロマ試験に合格し、FGAの称号を取
得した、世界最古の美術品オークション
ハウス「クリスティーズ・ジャパン」に勤め
る笠原可名氏に、資格取得のきっかけ
や今後の展望について話しを聞いた。

FGAを目指すきっかけを教えてください

　大学を卒業後、金融の会社に
就職しましたが、オークションに
興味があったので2015年にクリ
スティーズに転職しました。会社
のOJT（職場内訓練）で色々な勉
強をしましたが、宝石については
きちんとプログラムされた宝石学
を学んだ方がいいと思い、FGA
資格に挑戦することにしました。

どのように勉強されましたか？

　G em - A宝石学
コースの1年目のファ
ンデーションコース
では、仕事との両立
を考えて、通信指導
コースを選びました。
通信指導コースは時
間の調整がしやすい
のがメリットです。講
義の動画を電車の中
や仕事終わりに見た

り、何度も繰り返し確認できます。先生
による過去問の回答に対する添削は、
隅 ま々で目の行き届いた非常に充実し
た内容が多く、教科書のように過去問
を解く度にその添削を見直しました。
　また通信コースとて、同級生と仲良く
でき、東京の人と週末に集まって勉強
会ができました。同級生は、宝飾業界で
色々な仕事をしている人がいたので、見
聞を広められたのも良かった点です。
　ディプロマコースに進んだ時は、何
種類もの石を見た方がいいとアドバイ
スを受け、通学コースに変更しました。

多くの石を見るには時間も必要で、一つ
の石の中で見るべきところも増えたので
通学がベストな選択でした。例えば、そこ
にあるインクルージョンに気づけないこ

ともあり、その都
度先生の教え
によって、初めて
どうやって見る
のかが分かるよ
うになりました。

どのような試験対策をしましたか？
　
　プレッシャーで試験が夢にまで出てき
ました。でも、手にペンだこができるくらい
勉強したのは人生で初めてと思うくらい
努力したので、それは良い経験になりま
した。試験対策としては、ノートに何度も
まとめました。理解できていると思っても
できていない部分があるので、それをど
れくらいつぶせるかが大事だと思います。
　ディプロマでも勉強会は継続してい
ました。みんなでノートを見せ合った
り、石を持ち寄って鑑別したりしまし
た。他の人の解答を見ることで、こうい
う書き方もあるんだということも分か
り、その繰り返しの中で自分の解答が
できてきたと思います。
　FGAの試験は絶対評価なので、同
期はライバルではなく共に助け合って
合格を目指す仲間です。みんなで一緒
に合格するためにどれだけ頑張れるか
を大事にしていました。私はクラスメイ
トにも恵まれていたと思います。

現在の仕事にFGAはどう役立ってい
ますか？

　現在は、東京オフィスで宝石を担当
しています。海外でジュエリーのオーク
ションが開催された時に、日本のお客
様が「買いたい」「売りたい」という際
に、通訳や書類の確認、発送の手伝い
などをしています。

　5月29日～6月1日の4
日間、中国・深圳で開催
される「ジャパン・ジュエ
リー・ショーin深圳」
（JJS）の説明会が、2月
13日、品川のTKPカン
ファレンスセンターで開
催され、ZOOMを含め
30社が参加した。
　説明会後には、㈱ジェ
イ・ジー・パートナーズ
（JGパートナーズ／渡邉
義久社長）と日本ゴール
ドチェーン（NGC／三村
真二理事長）、一般社団
法人日本宝飾品貿易協
会（深澤裕代表理事）に
よる記者会見が開かれ、
JJSの詳細が発表され
た。
　主催するのはJGパー
トナーズと日本宝飾品貿
易協会の2社。この2社
が会場となる深圳の保
税蔵置場を運営する中
国政府系企業のテラス
社と提携し、テラス社の
サポートの基に中国本
土へ正規のルートを使
い催事を行う。
　三村理事長は「昨今、
特に香港見本市を中心
とした輸出が活況を呈していますが、世
界的な経済状況をはじめ中国本土との
貿易が難しくなってきていることなどの
将来的な不安の声が出はじめている現
状において、新たなマーケット開拓とし
て中国本土へ直接出られる機会を政府
系機関であるテラス社の協力を得られ
ることが決まり、本日、出展社説明会を
開きました」と経緯を説明、説明会には
予想以上に前向きに考える大手企業な
どが集まり、その内の15社くらいは出展
するだろうと予測し、ビザの手配などを
考慮して2月末を第一次申し込み締め
切りにするとした。
　JJSは4日間のうち最初の3日間が

BtoBで、最終日はBtoCとなるク
ローズドの催事。深圳は宝飾関
連企業が7000社集まる宝飾産
業集積地となっており、そこにテ
ラス社が来場誘致を行いBtoB
関係者だけで300名は確保する
見通しを立てている。
　さらに三村氏は「中国本土で
の展示会や販売催事を行うに
は、手続きや運用が解り難い上、
コストや時間が掛かる。しかしテ
ラス社のサポートによって、ビザ
招聘状の手配をはじめホテルや
通訳の手配、催事全般の運営な
どをワンストップサービスで開催
することができる運びとなった。

我 も々1社だけでは展示会は開けず、こ
うして出展者募集を掛けた。出展者が
協力する形でJJSを開催し、売上だけ
ではなく新しい顧客開拓をはじめ、新
たな可能性を模索する機会にしていき
たい」とチャレンジしていくことで日本の
宝飾産業を元気にする役割を担いた
いとした。
　出展費用は、1社2ケース10万円（税
別）に売上の
10％の支払い
を基本とし、リス
クが抑えられて
いる。輸送や通
関などは別途

費用が掛かるが、現地では会
場での商談以外に、マッチン
グイベントなどが開催される
予定で、最低限のリスクで大
きくチャレンジできるこの様な
機会は展示会業者ではない
小売店の集まるJGパートナー
ズ（日本ゴールドチェーン）と
日本宝飾品貿易協会の深澤
氏ならではと言えるだろう。
　今回はJGパートナーズも
出展する1社となり、初めて
の開催に向け準備を進めて
いる。展示会業者のように大
きな目標や数字に言及する
ことは避けたが、実際に、出

展を決めた企業は売上だけではなくそ
の先にある機会も見据えている企業が
多いという。蓋を開けてみなければわ
からない部分が多いが、出展企業の思
いは皆同じだ。ただ出展し売上をたて
ることで終わらずに、次に繋げる現地
での積極的な活動を行い、次回に繋げ
ることが望ましい。
　開催日程も、数多くのフェアなどに挟
まれ難しいとする企業が少なくないの
は主催者も把握しており、選べる時期
の少ない中でチャレンすることを決断
したことは、評価に値するだろう。逆に
既存の香港フェアをやめる企業の参加
の可能性を探ってもいる。ベストではな
いものの限られた機会の中でチャンス
を掴もうとしている行動だ。細かなこと
は出展者が決まり次第、出展者同士で
決めていきたいとしている。
　また「JSS in 深圳」というネーミングに
は、別地域での開催も見据え、現状では
年に1回は開催できるよう継続していき
たいとの願いを込めている。
　問合せは、㈱ジェイ・ジー・パート
ナーズ（03-3458-2021）まで。
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▶2面に続く

FGA資格取得者 インタビュー
資格を取得して初めて宝石学のスタートラインに立てました

㈱ 萩原
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　栄光時計は、国内市場の活性化を目指し、メーカー、小売店と取り組む新しい
試みを3月17日、18日に大阪で開催するANTHOLOGYで披露する。未来のジュ
エリー、時計業界に残していきたい活動に期待が膨らむ。詳細は3面に掲載。

未来のジュエリー、時計業界を見据え
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